
東京浅草中央ロータリークラブ週報

週報東京浅草中央ロータリークラブ

2023 年２月15 日

第1727回例会

会長　伊 石 佳 高
幹事　立 野 秀 一

本日の例会

会員卓話　「社会奉仕について」

長沼一雄社会奉仕委員長

〒 111-8765　東京都台東区西浅草 3-17-1　浅草ビューホテル 2 階
TEL. 03-3847-1111　FAX. 03-3847-0154  　URL : https://www.asachu-rc.jp

今後の例会（卓話）予定

２／ 22 23 日祭日振替（天皇誕生日）
３／１ 「未　定」	 ジャズシンガー　五辻英子（CHIEKO）様
３／８ 「未　定」	 東京経済㈱（興信所）　上田季久 様
３／ 15 「未　定」	 ライオン㈱会長　濱 逸夫 様
３／ 22 21 日祭日振替（春分の日）
３／ 29 クラブフォーラム

　2022ー2023年度テーマ

クラブテーマ 「　前　　進　」
	 	 クラブ会長 伊 石 佳 高

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率
出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

	 45 名	 2 名	 6 名	 37 名	 	 100％	

前回（2/1　1726 回例会）の記録

◆ゲスト 0名  

◆ビジター 0名

R.I. 会長 ジェニファー・ジョーンズ　　　地区ガバナー 嶋　村　文　男

会長挨拶＜伊石会長＞
・皆さんこんにちは。
　先日1月29日㈰に開催されました東京浅草
中央ロータリーCUPは沢山の会員の皆様に
ご協力、ご参集頂き誠にありがとうござい
ました。特に開催に向けてご尽力頂いた松
丸青少年奉仕委員長、本当にお疲れ様でし
た。お陰様で大きな事故も無く無事に終了

する事が出来ました。
　上半期のフラフェスin浅草に次ぐ今大会も
無事に終える事が出来たのも全て会員の皆
様の絶大なるご協力の賜物です。本当にあ
りがとうございました。またご来賓に沢山
の方々のご協力も頂きました。ご紹介させ
て頂きます。

※2023年4月第3例会まで、新型感染症対策ガイドラインに則り、全員出席扱いとさせて頂きます。

< 次頁へつづく >

　　	 　　12日（29周年） 佐藤ご夫妻 ・ 14日（13周年） 河村ご夫妻
　　 ３月結婚記念日	 　　21日（52周年） 岩戸ご夫妻 ・ 23日（27周年） 土師ご夫妻
　　 　　26日（50周年） 松本ご夫妻



ニコニコボックス
＜伊石会長、立野幹事＞
・本日の卓話は「『奉仕の理念』と職業奉仕
決議23−34から紐解く奉仕の心」です。藤
掛靖元会員、宜しくお願い致します。

＜江連、後上、浜中、本間、伊藤、松丸、松本、
中橋、中村、太田、斎藤、澤野、髙木、髙橋、
常見、上野、上原、潮田＞
・本日の卓話は「『奉仕の理念』と職業奉仕

決議23−34から紐解く奉仕の心」です。藤
掛靖元会員、宜しくお願い致します。

＜伊石会長、立野幹事＞
・松丸青少年奉仕委員長、浅草中央カップ誠
にお疲れさまでした。

＜藤掛、古谷、土師、岩田、小林、長沼、太田、
関原、髙木、髙橋、内田、上野、上原、潮田＞

・松丸青少年奉仕委員長、浅草中央カップ誠
にお疲れさまでした。

委員会報告
＜青少年奉仕・ローターアクト委員会　松丸委員長＞
・皆さま１月29日の浅草ロータリーCUPのご
協力ありがとうございました。当クラブの
メンバー31名もの多くの会員の方に会場に
来て頂きました。また当日予定が入ってい
て無理だからということで、前日土曜日の
リガーレの試合に、水元体育館まで来て頂
いた岩戸さん、太田さん。更に土日２日間
来て頂いた立野幹事、吉沼親睦委員長、感
謝申し上げます。ありがとうございました。

【ケーブルテレビJCOMにて
浅草中央ロータリーCUP放送されます】

　放送は２月１日㈬18：00からの「つながる
news」という番組での紹介となります。
再放送は同日20：30、22：30、翌日10：00
となっています。

幹事報告＜立野幹事＞
①先月29日の小学生フットサル：浅草中央ロ
ータリーCUPにおきまして、松丸青少年
奉仕委員長並びに出席いただいた会員の皆
様、誠にありがとうございました。
②昨年３月のウクライナ支援の為のロータリ
ー財団に寄付頂いた会員におきまして、領

収書がお手元にない場合は再発行の手続き
を行いますので幹事立野までお伝えくださ
い。

③本日例会終了後、第８回理事役員会を開催
いたしますので該当の方ご準備をお願い致
します。

・台東区長　服部征夫様
・国際ロータリー第2580地区ガバナー　嶋村文男様
・台東区教育委員会教育長　佐藤徳久様
・台東区スポーツ振興課課長　村松克尚様
・台東区サッカー連盟会長　小坂義久様
・台東区サッカー連盟フットサル部部長　松浦孝太郎様
・日本ブラインドサッカー協会ファシリテーター　大山涌様

・ブラインドサッカー選手　寺西一様
・台東区議会　青鹿公男様
・株式会社リガーレ東京・一般財団法人リガーレネクスト　西野GM様
・台東区立小学生選抜の皆様

　本当に沢山の皆様のご協力誠にありがとう
ございました。

　また、ど・ろーかるアプリというもので来
週火曜日までライブラリー配信されます。
先日私がお送りいたしましたメールのURL
からもテレビ番組とは別に当日の様子が写
真や動画で見れるようになっていますので、
ぜひご覧になって下さい。

＜本間会計＞
・2022〜2023年度、年会費後期分の入金が確認
されていない方がいます。期限は１月末と
なっておりますので、至急お願い致します。

　先週の上半期決算報告の際、書類を渡してい
なかったので、分かりずらく申し訳ござい
ませんでした。次回は事前にポストに書類
を入れておく様にいたします。

＜国際奉仕委員会　上野副委員長＞
・お陰様で、バギオ基金の寄付　３万５千円ほ
どが集まりました。ありがとうございます。



卓　話

「奉仕の理念」と職業奉仕　決議 23-34 から紐解く奉仕の心

　　　藤掛靖元職業奉仕委員長

１．奉仕の理念が確立された歴史と決議 23-34

　ロータリーは最初から奉仕理論があったわけではありません。1905 年創立当

初は親睦とお互いの事業上の利益の増大（物質的相互扶助）だけが目的でした。

その翌年に「奉仕」と言う考えが導入され、1908 年アーサー・フレデリック・シェ

ルドンにより奉仕理念がもたらされました。その後ロータリーは奉仕の理念に

基づく職業倫理向上を目指し、奉仕はあくまで個人の立場で行うという考えの

基にその運動を推進します。その一方で社会的弱者救済をクラブとして行うと

いう動きが起こります。奉仕の在り方をめぐってこの二つの立場の間で熾烈な

論争が起こました。これを解決したのが決議 23− 34です。（詳しくはガバナー

月信 11 月号 14 ページ　「ロータリーの哲学「奉仕の理念」を明文化した決議

23 − 34 号 その背景と意義」をご覧ください。）

＜藤掛＞
・本日職業奉仕についての卓話をいたします。
よろしくお願い致します。

＜片岡、佐藤＞
・東北復興支援継続を！
＜岩戸＞
・１月29日の浅草中央カップ大会、同時刻に
３年振りのライブが重なり、参加出来ませ
んでした。

＜浜中、上野、宮崎、内田＞
・浅草中央RCカップ、昼食時の残金ニコニ
コします。

＜岩戸、片岡、渡辺＞
・お誕生日のお祝いをして戴きありがとうご
ざいました。

＜後上、片岡＞
・100％出席の表彰をして戴きまして誠にあ
りがとうございました。



＜今週担当　浜中　清＞

２．決議 23 − 34 に示される奉仕の心

　決議 23 − 34 はロータリーの基本理念としての「奉仕の理念」を明らかにし、

これを基に奉仕の在り方の指針が示されてます。その第一項には、自己の欲救

（利己）と他を思いやる（利他）二つの心の矛盾を和らげる（調和する）もの、

言い換えれば利己と利他の調和を図るもの、これがロータリーの奉仕の哲学「超

我の奉仕・Service above sed」であり、これは「最もよく奉仕する者、最も多

く報いられる・He profits most who service best」という実践的な倫理原則に

基づくものであると述べられてます。この二つが「奉仕の理念」です。ロータリー

とは利己と利他の調和を目的とする人生哲学・奉仕の心と言えます。

３．奉仕の理念と職業奉仕

　職業は利益を得る手段＝自己の欲救（利己）、奉仕は相手を思い、相手の為

になる行為＝他人のために奉仕したいという心です。この職業（金儲けの心）

と奉仕（世のため人のための心）はエネルギーの方向が全く正反対であり夫々

別の世界に存在すると考えられます。この相反する心にロータリーの人生哲学、

「奉仕の理念」を適応することでこの二つの心に調和が生まれ、エネルギーの

向かう方向は異なってもその行動を起こす心は一つとなるのです。「世のため

人のために奉仕する心・利他の心である奉仕の理念をもって職業を営む。」こ

れがロータリーの説く職業奉仕です。

４．奉仕の理念を日々実践

　ロータリアン一人一人が個人として事業生活、社会生活において日々この「奉

仕の理念」を実践することで業界、社会全体の向上が図られます。「奉仕の理念」

は職業および人生における成功と幸福の真の基礎（決議 23-34 第 2 項）と示さ

れこれをクラブ（例会）で学ぶことを求めてます。この機会にロータリーの人

生哲学である「奉仕の理念」を再認識し、ご自身の職業に、そして人生すべて

に是非とも生かして頂きたいと思います。




